
春
の
訪
れ
を
待
つ
わ
ら
ぐ
ろ

（
西
予
市
宇
和
町
）

　

宇
和
盆
地
の
早
春
の
風
物
詩
で

あ
る
〝
わ
ら
ぐ
ろ
〟
で
す
。
年
末

年
始
に
は
夜
間
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
幻
想
的
な
光
景
が
見
る
人

を
魅
了
し
ま
し
た
。
今
は
、
厳
寒

の
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
本
格

的
な
春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
第
41
回
と
な
る
「
宇
和

れ
ん
げ
ま
つ
り
」
で
は
、こ
の
〝
わ

ら
ぐ
ろ
〟
の
製
作
体
験
も
行
わ
れ

ま
す
。
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事業承継ガイドラインのご紹介

　　出典：「事業承継ガイドライン」事業承継協議会

現状の把握
・会社の現状（ヒト・モノ・カネ）
・経営者の資産等の現状
・後継者候補のリストアップ

承継の方法・後継者の選定

事業承継計画の作成
事業承継の時期や内容等の具体的な経営
計画の作成

・関係者の理解 ・株式／財産の分配
・後継者教育

・関係者の理解 ・後継者教育
・株式／財産の分配 ・個人保証／担保の処理

・Ｍ＆Ａに対する理解 ・仲介機関への相談
・会社売却価格の算定

②事業運営を熟知した役員や従業員

③社外への引き継ぎ（Ｍ＆Ａ等）

①親族内承継

図３　事業承継の流れ

〔Ⅰ概要〕
　事業承継とは、経営者が世代交代を考え、事業を後継者に引き継ぐことです。後継者の育成期間も含めると、
その準備には長い期間を要するので早期から計画的に取りかかる必要があります。

〔Ⅱ現状〕
　中小企業庁の調査によると、中小企業の経営者の年齢分布の
山は図１のように直近20年で66歳になり、高齢化が進んでいま
す。要因としては、経営者が事業承継のタイミングを逃したり、
後継者確保が困難化している等の理由が挙げられます。
　また、図２より過半数の企業で事業承継の準備が進んでいな
いことがわかります。

〔Ⅲ方法〕
大きく分けて以下の３つに分類されます。
①親族内承継
②事業運営を熟知した役員や従業員
③社外への引き継ぎ（Ｍ＆Ａ等）

〔Ⅳ取り組むべき課題〕
１．自社の現状把握
　現在の経営状況や課題を把握し、今後の事業の方向性を後継
者に伝えることで円滑な事業承継を目指します。
２．事業承継計画の作成
　同計画は資産や経営権をどのように承継するのかを具体的（い
つ・どのように・何を・誰に）に示すために作成します。これ
を共有することで関係者間の意識を統一し、今後の事業戦略に
活かすことができます。

図１　中小企業の経営者年齢分布
出典：中小企業庁「事業承継ガイドライン」

図２　経営者の年齢別にみた事業承継の準備状況
出典：中小企業庁「事業承継ガイドライン」

こうした事業承継を商工会もサポートしています。
先代から脈々と受け継がれてきた貴社の事業を守るため、まずはお近くの商工会にご相談ください。

事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
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平成29年度 税制改正大綱の概要
昨年の12月22日に今年の税制改正大綱が閣議決定されました。

〈主なポイント〉
（日常生活関連）
１　配偶者控除の見直し
　　2018年分の所得税より給与収入の配偶者控除が150万円まで受けられる（現行103万円）
２　積立型ＮＩＳＡを創設
　　少額からの積立・分散投資を促進するために新創設された
　　（年間投資上限額40万円、非課税期間20年。現行ＮＩＳＡとの選択可能）
３　自動車税の改正
　　年ごとに燃費基準値をもとにエコカー減税の対象を絞り込む
４　消費税の改正
　　ビットコイン等の仮想通貨の消費税は非課税となる（現行は課税対象）
５　各種酒税の税率を一本化（平成38年までに施行）
　　ビール系飲料は１㎘＝155,000円（350㎖＝54.25円）
　　醸造酒類（清酒、果実酒等）は１㎘＝100,000円
　　その他の発泡性酒類（チューハイ等）は1㎘＝100,000円（350㎖＝35円）
（企業活動関連）
＜所得＞
１　所得拡大促進税制の拡充
　　中小企業が従業員に支払う給与を前年度比２％以上増額すると10％～22％の税額控除が受けられる
２　中小企業者等の軽減税率の特例延期
　　中小企業の課税所得が800万円まで15％の税率を平成31年３月31日まで延長

＜生産設備投資関連＞（以下の税制が平成31年3月31日まで延長）
　　生産性向上設備等投資促進税制（中小企業経営強化税制に改名）
　　中小企業投資促進税制
　　商業・サービス業・農林水産業活性化税制

【
商
談
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
】

　

１
月
10
日
（
火
）
東
京
第
一
ホ

テ
ル
松
山
に
お
い
て
、
商
談
会
で

の
成
約
ア
ッ
プ
に
向
け
た
事
前
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
支
援

実
績
が
豊
富
な
㈱
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・

ガ
イ
ド
の
永
瀬
正
彦
氏
よ
り
、
流

通
業
界
の
動
向
や
顧
客
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
提
案
方
法
、
商
品
紹
介

シ
ー
ト
の
記
入
方
法
な
ど
実
践
的

な
説
明
が
あ
り
、
知
識
習
得
を
図

り
ま
し
た
。

【
商
談
会
】

　

１
月
20
日
（
金
）
松
山
全
日
空

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
食
品
及
び
非

食
品
の
商
談
会
を
愛
媛
県
営
業
本

部
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

素
材
や
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た
商

品
開
発
に
取
り
組
む
１
４
６
社
が

参
加
し
、
県
内
外
バ
イ
ヤ
ー
38
社

と
の
商
談
に
臨
み
ま
し
た
。

　

各
社
と
も
自
慢
の
逸
品
を
持
参

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
用
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
Ｐ

Ｒ
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
内
に
併
設
し
た

商
品
展
示
や
交
流
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
事
業
者
間
で
情
報
交
換
が
図

ら
れ
、
商
品
改
良
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
な
ど
今
後
の
販
路
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

村上会長開会挨拶

商談会風景

（
主
な
参
加
バ
イ
ヤ
ー
）

伊
勢
丹
三
越
・
大
丸
松
坂
屋
・
イ

オ
ン
・
東
急
ハ
ン
ズ
・
横
浜
ベ
イ

ホ
テ
ル
東
急
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
な
ど

貴
社
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
商
談
会
へ
の
出
展
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！
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〈商工会が提供する事業所向けシステム〉
マイナンバー保管システム

【マイナンバー保管システムとは】
　マイナンバー保管システムは、事業者が自社で取り扱う個人番号を安全に保管し、事業所に課せられた安
全管理措置の義務遂行の負担を軽減するために開発した商工会員向けのシステムです。

【システムのメリット】
①�　個人番号の登録・閲覧・出力は、すべてシステ
ム上で管理されているため、操作履歴を出力する
ことができます。
②�　税務申告や労働保険等の手続でご来訪の際、本
人・家族・従業員等の個人番号を持参しなくても、
商工会で個人番号を閲覧することができます。
③�　全国商工会連合会が開発した独自システムのた
め、低廉なコストで運用することが可能です。
※�平成28・29年度は利用料金が無料！　平成30年度
からは有料化（予定）
④�　商工会が推奨する会計システム「ネットde記帳」
や「Web年調」と連携しており、電子申告など個
人番号の印字等がスムーズに行えます。
⑤�　個人番号をクラウド上に暗号化し、保管するため、情報漏えい等のリスクを軽減することができます。

【マイナンバー保管システムを利用するには？】
　お近くの商工会または愛媛県商工会連合会までお問い合わせください。

商
工
会
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
も
支
援
し
ま
す
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こ
ん
に
ち
は
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
江
島

で
す
。連
載
第
２
回
は「
サ
イ
バ
ー

攻
撃
の
種
類
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く

る
「
攻
撃
者
像
」
か
ら
分
類
す
る

と
、
①
諜
報
活
動
を
す
る
者
、
②

詐
欺
集
団
、
③
共
通
思
想
集
団
の

３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
諜
報
活
動
を
す
る
者

　

サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
い
て
、
ウ

イ
ル
ス
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
駆
使
し

て
諜
報
活
動
を
す
る
者
（
集
団
）

が
い
ま
す
。
彼
ら
の
攻
撃
の
目
的

は
、
主
に
情
報
窃
取
で
す
。
窃
取

し
た
機
密
情
報
や
個
人
情
報
を
悪

用
し
た
り
、
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
市
場
で
販
売
し
て
金
銭
に
換
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近

は
、
取
引
先
や
知
人
を
騙
り
ウ
イ

ル
ス
付
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
る

〝
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
〟
や
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

な
シ
ス
テ
ム
で
構
築
さ
れ
て
い
る

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
外
部
か
ら
不
正
に

操
作
す
る
〝
Ｓ
Ｑ
Ｌ
イ
ン
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
攻
撃
〟
な
ど
攻
撃
手
法
が

高
度
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

②
詐
欺
集
団

　

振
り
込
め
詐
欺
や
悪
徳
商
法
を

サ
イ
バ
ー
空
間
で
行
う
詐
欺
集
団

が
い
ま
す
。
彼
ら
の
攻
撃
の
目
的

は
、
直
接
的
な
金
銭
窃
取
で
す
。

金
融
機
関
等
を
騙
っ
て
偽
サ
イ
ト

に
誘
導
し
、
Ｉ
Ｄ
／
パ
ス
ワ
ー
ド

を
窃
取
す
る
〝
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐

欺
〟
や
サ
イ
ト
を
見
た
だ
け
で
商

品
契
約
を
行
っ
た
と
し
て
料
金
を

請
求
す
る
〝
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

（
請
求
）〟
な
ど
の
攻
撃
手
法
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
感

染
す
る
と
Ｐ
Ｃ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
が
暗
号
化
さ

れ
、
そ
の
暗
号
の
解
消
と
引
き
換

え
に
金
銭
を
要
求
し
て
く
る
〝
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
〟
に
よ
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

③
共
通
思
想
集
団

　

自
ら
の
主
張
を
認
め
さ
せ
よ
う

と
す
る
共
通
的
な
思
想
を
持
つ
集

団
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
２
０

１
１
年
頃
か
ら
増
加
し
て
い
ま

す
。
Ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｙ
ｍ
ｏ
ｕ
ｓ
（
ア

ノ
ニ
マ
ス
）
や
Ｌ
ｕ
ｌ
ｚ
Ｓ
ｅ
ｃ

（
ラ
ル
ズ
セ
ッ
ク
）と
い
っ
た
ハ
ッ

カ
ー
集
団
の
名
前
を
メ
デ
ィ
ア
で

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
彼
ら
の
攻
撃
の
目

的
は
、
独
自
の
主
義
主
張
を
打
ち

出
す
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
犯
行
予
告
（
声
明
）
を
出

し
、
攻
撃
対
象
の
サ
ー
バ
へ
一
斉

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
サ
ー
バ

の
サ
ー
ビ
ス
不
能
を
引
き
起
こ
す

〝
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
〟
や
サ
ー
バ
の

脆
弱
性
を
突
い
て
情
報
を
窃
取
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
は
、
決
し
て
大
企
業
だ
け
を

狙
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

の
不
正
送
金
被
害
」
な
ど
を
み
る

と
中
小
企
業
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー

攻
撃
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

次
回
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ

る
被
害
事
例
と
損
害
に
つ
い
て
解

説
を
し
ま
す
。

専
門
家
に
聞
く
！

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

（
連
載
第
２
回
）

【
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
種
類
】

　

コ
ー
ヒ
ー
の
お
茶
菓
子
と
し

て
、
ひ
そ
か
に
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
の
が
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
専
用
チ
ョ
コ
が
あ
る
ほ

ど
、そ
の
相
性
は
良
い
よ
う
で
す
。

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

は
、
チ
ョ
コ
と
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　

今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
20
年

間
に
わ
た
り
コ
ー
ヒ
ー
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
専
門
店
、

イ
エ
ム
ラ
コ
ー
ヒ
ー
の
「
お
手
軽

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
比
べ
セ
ッ
ト
」
で

す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
世
界
60
地
域
以

上
で
栽
培
さ
れ
、
生
産
地
に
よ
っ

て
形
・
味
・
香
り
な
ど
が
異
な
り

ま
す
。
そ
の
中
か
ら
オ
ー
ナ
ー
が

厳
選
し
た
豆
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
挽

い
た
も
の
を
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
の
袋

に
詰
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
マ

グ
カ
ッ
プ
や
タ
ン
ブ
ラ
ー
に
入
れ

て
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
、
本
格
レ

ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
風

味
が
味
わ
え
ま
す
。

　
〝
忙
し
い
人
に
も
、本
物
の
コ
ー

ヒ
ー
を
手
軽
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
〟そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、

新
鮮
で
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
淹

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

イ
エ
ム
ラ
コ
ー
ヒ
ー

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
を
は
じ
め

全
国
の
名
物
品
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
お
手
軽
コ
ー
ヒ
ー
飲
み

比
べ
セ
ッ
ト
」
の
ご
紹
介

Ｉ
Ｐ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．

ｉ
ｐ
ａ
．
ｇ
ｏ
．
ｊ
ｐ
／
ｓ

ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
／

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
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経
営
者
の
も
し
も
の
と
き
に
…
…
商
工
会
の
共
済
金
制
度
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「
お
前
は
主
役
だ
。」

「
お
前
は
こ
の
場
所
だ
な
。」

「
お
前
は
も
う
ち
ょ
っ
と
待
て
。」

　

大
工
歴
45
年
、
二
代
目
棟
梁
と

し
て
26
年
。
木
と
の
会
話
か
ら
一

日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

最
近
の
建
築
業
界
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
あ
ら
か
じ
め
木
材
を
機
械

加
工
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
工
法
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
な
か
で
当
社
は
昔
な
が
ら
の

家
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
木
造
在
来

工
法
に
こ
だ
わ
り
、
作
業
場
で
職

人
が
一
つ
一
つ
墨
付
け
を
し
、
木

造
り
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職

人
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、〝
職
人
を
育
て
る
〟

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

木
造
在
来
工
法
と
聞
く
と
、「
昔

の
古
い
工
法
」
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
時
代
に
合
っ
た
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
新
し
い
技
術

を
取
り
入
れ
た
住
空
間
を
提
供
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

最
近
始
め
た
木
工
雑
貨
作
り
に

興
味
が
あ
る
方
は
一
度
作
業
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
多
肉
植
物
の

寄
せ
植
え
に
最
適
で
す
。

有
限
会
社　

梶
原
工
務
店

代
表
取
締
役　

梶
原　

己か
つ

洋ひ
ろ

宇
和
島
市
津
島
町
山
財
４
９
２
０

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

在来工法でありながら現代風のたたずまい

木材を基調とした落ち着きのある住空間を提供

商
工
会
の
新
サ
ー
ビ
ス
！
保
険
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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有
限
会
社　

福
岡
車
輌

喜
多
郡
内
子
町
寺
村
１
９
９
０

（
内
子
町
立
小
田
小
学
校
６
年
生
）

福

岡
　

百

萌

さ
ん

　

私
の
お
父
さ
ん
は
、
自
動
車
の

整
備
と
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
毎

日
忙
し
そ
う
で
す
。
で
も
、
毎
日

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。そ
の
姿
は
、

か
っ
こ
い
い
で
す
。
た
ま
に
見
に

行
っ
た
時
は
、
優
し
く
お
客
さ
ん

に
対
応
し
て
い
ま
す
。お
店
で
は
、

い
つ
も
見
れ
な
い
お
父
さ
ん
の
姿

が
見
れ
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
剣
道
の
先
生
も
し

て
い
ま
す
。
私
は
剣
道
を
習
っ
て

い
ま
す
。
私
が
剣
道
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
お
父
さ
ん
と
二
人

の
お
兄
ち
ゃ
ん
の
影
響
で
す
。
練

習
を
見
て
、
か
っ
こ
い
い
と
思
っ

て
始
め
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
練

習
に
来
て
く
れ
た
時
は
う
れ
し
い

で
す
。家
で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
み
た
い
に
強
く
な
り
た

い
で
す
。

　

そ
ん
な
私
の
夢
は
、
パ
テ
ィ
シ

エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
ず
っ
と
パ

テ
ィ
シ
エ
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
夢
は
お
母

さ
ん
み
た
い
な
人
に
な
る
こ
と
で

す
。お
母
さ
ん
は
料
理
が
上
手
で
、

と
て
も
優
し
い
か
ら
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
そ
う
な
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
お
手
伝
い
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

　
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
＝

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）」
は
、

地
域
経
済
に
関
す
る
様
々
な
官
民

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
産
業
、人
口
、

観
光
、
農
業
等
）
を
〝
見
え
る
化

（
可
視
化
）〟
し
た
も
の
で
、
地
方

自
治
体
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み

を
情
報
面
・
デ
ー
タ
面
か
ら
支
援

す
る
た
め
に
平
成
27
年
4
月
よ
り

国
が
提
供
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
そ
の
目
的
は
、各
都
道
府
県
・

市
町
村
が
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
自
ら
の
地
域
の
現
状
と
課

題
を
把
握
し
、
そ
の
特
性
に
即
し

た
地
域
課
題
を
抽
出
し
て
地
方
創

生
の
実
現
に
向
け
た
地
方
版
総
合

戦
略
を
立
案
す
る
た
め
で
す
。
そ

う
し
た
デ
ー
タ
は
企
業
間
取
引
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
除
い
て
、
私
た

ち
一
般
の
者
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
産
業
マ
ッ

プ
」「
地
域
経
済
循
環
マ
ッ
プ
」「
農

林
水
産
業
マ
ッ
プ
」「
観
光
マ
ッ

プ
」「
人
口
マ
ッ
プ
」「
消
費
マ
ッ

プ
」「
自
治
体
比
較
マ
ッ
プ
」
の

７
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば「
人
口
マ
ッ
プ
」

で
は
、
地
域
人
口
の
過
去
の
推
移

や
将
来
の
見
込
み
に
つ
い
て
年
代

別
や
自
然
増
減
・
社
会
増
減
に
分

け
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
の
人
口

構
成
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
医
療
福

祉
政
策
、
教
育
政
策
等
を
中
長
期

的
に
検
討
す
る
際
の
参
考
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
介
護
事
業

者
で
あ
れ
ば
、
将
来
人
口
推
計
機

能
を
使
い
、
地
域
の
老
年
人
口
推

移
を
把
握
す
る
こ
と
で
将
来
の
介

護
市
場
規
模
を
推
計
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
」
で
得
ら
れ
る
情
報
は
、

新
規
事
業
所
開
設
や
既
存
事
業
所

の
統
廃
合
、
必
要
な
人
員
の
算
出

な
ど
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
経
営
戦
略
策
定
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
に
お
け
る

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」
に
、
是
非
一
度

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

デ
ー
タ
分
析
を
経
営
戦
略
に
役
立
て
ま
し
ょ
う


